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要     旨

ア．緒言                                            

  ヒトの胃に寄生する H. pyloriは, 高い遺伝多様性を有する細菌であり, 宿主であるヒトと共に進化

したので, 人類の足跡を辿るツールとしても利用されている. しかし, H. pylori DNAと宿主ヒトDNAの

地域性についての比較研究の報告は非常に少ない. 我々は, 様々な系統の祖先成分が混在するドミニカ

共和国の 119人の患者 (男性 34人, 女性 85人) から得られた H. pylori DNA, ヒト宿主ミトコンドリア

DNA, Y染色体 DNAの比較研究を行った. 

イ．研究対象及び方法

H. pyloriについては, 胃内視鏡検査後に分離・培養された菌株について multi locus sequence typing

(MLST) 解析を行い, 得られた配列について系統樹解析および STRUCTURE softwareを用いた集団構造

解析を行った. 胃組織片から得られた宿主ヒト DNA については，mtDNA および Y 染色体 DNA の

haplogroup解析を行った. 

ウ．結果及び考察                                       

(1) ヒト haplogroup解析                                 



 № 2

  mtDNA haplogroupでは，Africa型 (96人)，Amerind型 (14人)，Europe型 (9人) であった. Y haplogroup

では, Europe型 (23人)，Africa型 (11人) であったが,  Amerind型は観察されなかった. 

(2)  H. pyloriのMLST解析                                 

系統樹および STRUCTURE解析により, ドミニカ株は hpAfrica1型 (68株) および hpEurope型 (51

株) に分類されたが, アメリカ先住民型 (hspAmerind型) は観察されなかった. さらに, hpAfrica1型の多

くの subpopulation型は西アフリカ型, hpEurope型の多くの subpopulation型は南ヨーロッパ型であったこ

とから, 本結果は, 奴隷貿易の歴史と一致した. また, 祖先成分の比率を見てみると, ドミニカ共和国の

H. pylori 株は, 他の中南米の国で採取された菌株と比較して, アフリカ祖先成分の比率が多いが, アメ

リカ祖先成分が少ないことが判明した . さらに , 他の中南米の国で採取された hpAfrica1 型株の

subpopulation型はhybrid (hspWAfrica/hpEurope) 型が優勢であったが, ドミニカ共和国の多くのhpAfirca1

型株は, アフリカ大陸で観察される純粋な hpAfrica1株と非常に類似しており, hpEurope型の菌の影響を

強く受けていないと考えられた. これらの結果は, 島国であるという地理的要因や, アメリカ大陸で最

も早く植民地化されたという歴史を反映していると考えられた. 

(3)  H. pyloriと宿主ヒト DNAの関係                                

  Y haplogroupでは, Europe型が最も多かったが, H. pyloriおよびmtDNA haplogroupではAfrica型が最

も優勢であった. 本結果は, H. pylori感染は, 母子感染が優勢であるという仮説を支持するものであった. 

mtDNA haplogroupでは, アメリカ先住民型 (Amerind型) が 11.8％の患者で観察されたが, H. pyloriの

hspAmerind 型は全く観察されなかった. また, mtDNA haplogroup が Amerind 型であった人の多くは, 

hpEurope 型に感染していた. これらの理由として, 異なる系統の菌株間の適応力の違いにより, 元来ア

メリカ先住民が感染していた Amerind型の菌が Europe型の菌に置き換えられたことが考えられた. 

オ．結語                                             

H. pylori, ヒト宿主ミトコンドリア DNA, Y染色体 DNAの地域性は, いずれも西欧人による植民地

化および奴隷貿易の歴史を反映していた. また, 菌とヒトの遺伝情報の比較結果は, 母子感染優勢の感

染経路および異なる系統の菌株間の適応力の違いの仮説を支持した.                                 


